


行政視察報告書 

                       

報告者  会派 公明党 

                              園田 依子 

 

【実施日】 平成３０年 ８月２日（木）東京都港区 

            ８月３日（金）埼玉県さいたま市 

 

【視察内容】 

   1、（株）ステムセル研究所 

      「民間さい帯血バンクについて」 

 

   2、さいたま市子ども家庭総合センター 「あいぱれっと」について 

     

 

■「民間さい帯血バンク」について 

 さい帯血の管理方法は、公的さい帯血バンクと民間さい帯血バンクがありま

す。公的バンクに寄付した提供者のさい帯血は第３者に適用され、民間バンクは

赤ちゃんと家族のために管理をする方法がある中、今回は、民間のさい帯血バン

クを視察しました。 

視察先は、東京都港区新橋のビルにある株式会社ステムセル研究所です。赤ち

ゃんの「さい帯血」が新しい医療の道を切り開くとした民間さい帯血バンクにつ

いて、最新の状況やこれからの課題などを学びました。 

ステムセルとは「幹細胞」の意味です。最新の状況として、この研究所では、

民間さい帯血バンクとして、日本で生まれる年間 100万人の赤ちゃんが対象で、

これまでに約 4万 3,000人の赤ちゃんのさい帯血を管理しています。 

国内で厚生省に届けが出ている認可の会社が２社ありますが、ステムセル社

は 90パーセント以上の国内シェアがあり、民間事業としてほぼ独占しています。 

民間バンクでのさい帯血の活用方法は本人のみで主に 1日に 10～20例を冷凍

管理され、今後は再生医療提供の可能性があり臨床実験を大阪大やロート製薬

他、関西圏で話が進んでいるとのことです。 

現況や可能性は小児脳性まひや自閉症の研究もされていますが、課題は公的

機関の取り扱いと民間の取り組み方での間に法律が思うようになっていないの

が課題であるとともに、臍帯血バンクや臍帯バンク 2 ついてはこの先、法の整

備がなされていくと考えられます。 



さい帯血の可能性は、自閉症スペクトラム障害・脳性麻痺・難聴・脊髄損傷等

に対する再生医療・細胞治療での利用の可能性が注目されているとのことと、白

血病や再生不良性貧血等の治療に役立てられていることを聞き、妊婦等への周

知も大事なことと感じました。  

（参考） 

＊さい帯血とは 

臍帯血（さいたいけつ、英名：Umbilical cord blood）とは、胎児と母体を

繋ぐ胎児側の組織であるへその緒（臍帯：さいたい）の中に含まれる胎児血。 

 

＜Wikipediaより一部抜粋＞ 

 

＊公的さい帯血バンク（臍帯血供給事業者）とは 

白血病などの治療のための移植に用いられるさい帯血を供給する事業者で

す。提携した施設で採取したさい帯血の調製、凍結保存を行うとともに、患者

さんが移植を希望した場合には、その患者さんが 移植を受ける医療機関へさ

い帯血を引き渡す業務を行っています。 

 

＜造血幹細胞移植情報サービス H.Pより一部抜粋＞ 

 

■ さいたま市子ども家庭総合センター「あいぱれっと」について  

「あいぱれっと」事業において、子ども、家庭を取り巻く課題に総合的に取り組

み、地域の子育て機能を総合的に支援する支援する取り組みを視察しました。 

子ども家庭総合センター「あいぱれっと」は中学校跡地を活用した施設で 

1 階が市民コンタクトスクエアとして、総合相談機能や世代間交流の場があり、

指定管理者で子ども広場的な事業が行われています。広場での交流の中に入り、

遊びに来ているお母さんと接し、何気ない会話の中から悩んでいることを聞い

ていくことで早期に解決できるような取り組みもされています。 

2・3・4階は専門相談機関として「児童相談所」や「こころの健康センター総

合教育相談室」「男女共同参画相談室」「子どもケアーホーム」等、専門相談機関

が集積連携し相談対応されています。 

建設費等は 50億円の費用で、Ｈ30年 4月より事業を開始されている。事業の

中で、子ども子育てに関する市民のニーズは、幼児期の保護者は子育ての仲間づ

くりや気軽な交流、小学生の保護者は子どもの安全を、中高生は勉強や進路につ

いてなど、障がい者支援のニーズの課題を踏まえ部署の明確な対応が仕掛けら

れています。 

 



篠山市が子育て支援として考えて行くべきところは、子どもが安心して遊べ

るところと、相談対応機関と併用し、保護者がゆっくりと子どもと遊ぶための専

門の場が求められるように感じました。 








